
表  １ ． ０ ８ 年 各 市 長 給 与 年 額 （万 円 ）
市 名 称 給 与 所 得 給 与 収 入 市 長 給 与 人 口

新 聞 発 表 計 算 値 支 払 額 千 人
佐 倉 市 2 3 6 2 2 6 6 5 1 7 6 0 1 7 7
千 葉 市 1 8 7 0 2 1 4 7 2 1 2 7 9 5 4
船 橋 市 1 7 8 9 2 0 6 2 2 0 4 1 5 9 7
市 川 市 1 7 8 7 2 0 6 0 1 9 4 5 4 7 5
松 戸 市 1 7 5 5 2 0 2 6 1 9 8 1 4 8 0

浦 安 市 1 7 0 3 1 9 7 2 1 9 4 9 1 6 3
柏 市 1 5 8 0 1 8 4 2 1 8 4 2 3 1 0
八 千 代 市 1 5 7 8 1 8 4 0 1 7 8 8 1 8 5
流 山 市 1 5 2 5 1 7 8 4 1 7 8 4 1 5 7
習 志 野 1 4 4 9 1 7 0 4 1 6 5 3 1 6 2
成 田 市 1 4 2 1 1 6 7 5 1 6 5 1 1 2 7

表２．(議会賛否の変化)
09年と06年の比較
議案内容は同一だが06年は分
割提案されている。

採
決
結
果

（
全
体

）

佐
倉
市
民

オ
ン
ブ
ズ

さ
く
ら
会

さ
く
ら
清

友
会

公
明
党

市
民
ネ

ッ

ト 新
社
会
党

共
産
党

無
会
派
①

無
会
派
②

０ ９ 年 ６ 月 議 会 賛 否

議 員 報 酬 等 引 下 げ × ○ × ○ × × × × ○ ×

０ ６ 年 ２ 月 議 会 賛 否
議 員 報 酬 月 額 ２ 万 円 減 × ○ × - × ○ ○ ○
政 務 調 査 費 年 ３ ６ 万 円 × ○ × - × ○ × ×
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情
報
公
開
を
進
め
る
！

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
の
会
員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中
で
す
。
各
分
野
の
経
験
者
大
歓
迎
！

ご
意
見
・
ご
相
談
も
気
軽
に
電
話
等
で
ど
う
ぞ
。

オンブズマンとは 「行政苦情の解決や、行政の適正運用のために行動する人」の意。

日本の場合は、住民が自主的に組織し活動する「市民オンブズマン」が大きな比重を占め、

情報公開を進め、住民監査請求や住民訴訟などにより官製談合や税金の無駄使い是正に取組

み、具体的な成果を挙げてきた。

佐倉市民オンブズマン連絡会は、ボランティアで活動しています。
皆様のご意見とご参加をお待ちしています。（次の定例会は、
8月8日（土）、9月5日（土）各々9時半から臼井公民館ですのでどうぞ）
本紙配布のご協力を頂ければ幸いです。カンパは次の郵便振替でどうぞ。
（口座番号及び名称） ００１９０－６－５４８９９０

佐倉市民オンブズマン連絡会

退
職
金
と
年
金

佐
倉
市
の
定
年
平
均
退

職
金
は
、
２
７
９
９
万
円

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
号

で
も
お
知
ら
せ
し
た
。
厚

生
労
働
省
・
２
０
０
８
年

１
月
の
調
査
で
は
、
企
業

規
模

30
人
以
上
、
大
卒

30
年
以
上
勤
続
の
定
年
退

職
金
平
均
は
、
１
７
６
４

万
円
で
あ
る
。
即
ち
、
１

０
３
５
万
円
も
佐
倉
市
の

方
が
民
間
よ
り
高
い
。

ま
た
、
同
省
調
査
に
よ

る
と
、
民
間
の
退
職
金

は
こ
の
10
年
間
で
、
約

30
％
近
く
下
が
っ
て
い

る
と
新
聞
報
道
も
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
佐
倉

市
の
Ｈ
19
年
度
定
年
退

職
者
平
均
年
金
月
額
は
、

合
計
で

13
万
8
千
円
で

あ
る
。
（
裏
面
参
照
）

佐
倉
市
長
の
給
与

７
月
１
日
付
朝
刊
に
県
内
市

長
の
08
年
所
得
一
覧
が
掲
載
さ

れ
た
。
（
表
１
参
照
）

蕨
・
佐
倉
市
長
の
給
与
所
得

は
２
３
６
２
万
円
（
市
長
給
与

以
外
を
含
み
、
給
与
所
得
控
除

後
の
金
額
）
で
あ
り
、
県
内
第

一
位
で
あ
る
。
９
つ
の
役
員
も

兼
ね
て
い
る
。

更
に
、
不
動
産
所
得
等
を
加

え
た
合
計
は
２
４
０
６
万
円
で

あ
り
、
船
橋
市
長
に
つ
ぎ
第
二

位
と
な
っ
て
い
る
。
。

計
算
す
る
と
、
佐
倉
市
長
の

給
与
収
入
総
額
（
税
込
）
は
２

６
６
５
万
円
で
あ
り
、
そ
の
内

市
長
給
与
（
税
込
）
は
１
７
６

０
万
円
で
あ
る
。

佐
倉
市
議
の
報
酬

市
議
の
08
年
報
酬
年
額
は
、

８
３
３
万
円
で
あ
り
、
06
年
度

の
報
酬
等
審
議
会
答
申
を
実
施

し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

議
員
月
額
報
酬
は

48
万

円
（
答
申

46
万
円
）
、

年
額
政
務
調
査
費
は
48

万
円
（
答
申

36
万
円
）

と
な
っ
て
い
る
。
議
員

30
人
で
答
申
に
比
べ
、
報
酬
は

１
０
４
１
万
円
、
政
務
調
査
費

は
３
６
０
万
円
高
く
、
合
計
で

一
人
当
り
年
額
47
万
円
高
い
。

議
員
報
酬
総
額
は
、
2.5
億
円
で

あ
る
。

今
6
月
議
会
に
は
「
答
申
通

り
報
酬
、
政
務
調
査
費
引
き
下

げ
を
求
め
る
陳
情
」
が
提
出
さ

れ
た
。
し
か
し
、
賛
成
少
数
で

否
決
（
賛
否
は
表
２
参
照
。
06

年
に
も
同
じ
議
案
が
提
出
さ
れ

た
）
。

佐
倉
市職

員

08
年
度
の

職
員

数
は
当

初
１

０
７
６

名
で

あ
る
が
、

国
家

公
務
員

（
人

事
院
勧

告
）

に
比
べ
、

地
域

手
当
で

2.7
億
円
、
給

料
で

1.5
億
円
、

住
宅

手
当
で

0.5
億
円
、
通

勤
費
で

0.5
億

円
、

年
金
・

退
職
金

0.5
億

円
で
合
計
5.7

億
円
高
く
な
っ

て
い
る
。
一
人
当
り
、
年
額
53

万
円
高
い
。
職
員
人
件
費
は
07

年
度
決
算
で
合
計
97
億
円
。

市
民
の
税
負
担

個
人
市
民
税
が
市
税
収
入
の

ほ
ぼ
半
分
（
残
り
は
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
、
た
ば
こ
税

な
ど
）
を
占
め
る
佐
倉
市
に
と
っ

て
高
額
な
行
政
コ
ス
ト
は
市
民

一
人
一
人
の
肩
に
重
く
の
し
か

か
る
。
07
年
度
決
算
で
は
、
市

税
２
５
０
億
円
で
あ
り
、
市
民

（
17
万
7
千
人
）
一
人
当
た
り
、

14
万
円
と
な
る
。

市
民
の
自
己
負
担

ゴ
ミ
処
理
有
料
化
、
公
民
館

の
有
料
化
も
検
討
さ
れ
、
特
定

健
康
診
査
自
己
負
担
、
国
保
税

も
高
く
、
市
民
自
己
負
担
は
増

加
す
る
傾
向
だ
。
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
は
最
低
水
準
（
県
補

助
と
同
レ
ベ
ル
）
だ
。

こ
れ
が
市
長
の
公
約
「
低
負

担
、
高
福
祉
」
か
？
高
行
政
コ

ス
ト
の
原
因
は
市
長
、
職
員
の

高
給
与
、
議
員
報
酬
な
ど
に
あ

る
と
も
言
え
る
。
行
政
コ
ス
ト

の
削
減
が
必
要
で
あ
る
。
千
葉

市
長
は
市
長
等
の
給
与
削
減
と

の
考
え
だ
。
「
財
源
は
無
い
」

の
で
は
な
く
、
不
適
切

な
出
費
を
削
っ
て
作
り

出
す
も
の
だ
。
財
政
難

は
ど
こ
の
自
治
体
も
同
じ
だ
が
、

そ
の
中
で
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
行
政
が
で
き
る
か
が
地

方
分
権
の
時
代
に
問
わ
れ
て
い

る
。「

公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

の
実
現
を
疎
か
に
し
て
、
セ
レ

モ
ニ
ー
で
愛
想
を
ふ
り
ま
く
だ

け
の
市
長
な
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い

い
」
と
の
声
も
聞

こ
え
て
く
る
。

「
海
外
の
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
と
そ
の
実
情
」

右
の
講
演
（
講
師

浅
野

健
一
・
同
志
社
大
学
教
授
７

月
11
日
・
市
立
美
術
館
）
を

聞
き
ま
し
た
の
で
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
人
民

の
「
代
理
人
」
と
言
う
意

味
で
あ
り
、
政
府
と
人
民

の
つ
な
ぎ
役
で
あ
り
、
弱

者
が
損
す
る
の
を
救
う
の

が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で
あ
る
。

分
か
り
易
く
言
う
と
、

「
人
民
の
直
訴
の
仲
介
人

で
あ
り
、
直
訴
が
正
し
い

か
否
か
の
判
断
を
す
る
」
。

日
本
に
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
が
な
い
の
で
理
解
し
に

く
く
、
訳
語
も
な
い
の
で
、

そ
の
ま
ま
発
祥
地
・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

使
わ
れ
て
い
る
。

同
国

で
１
７

６
６

年
に

「
印
刷
出
版
自
由
憲
法
」

が
制
定
さ
れ
、
公
文
書
へ

の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
権
が

保
障
さ
れ
、
各
国
の
情
報

自
由
法
の
基
礎
と
な
っ
た
。

同
国
で
、
１
８
０
９
年

に

国

会

オ

ン

ブ

ズ

マ

ン

（
人
民
の
た
め
の
）
が
導

入
さ
れ
た
。
政
府
と
人
民

の
間
に
公
正
な
立
場
で
介

入
し
、
人
間
の
尊
厳
を
守

る
役
職
で
あ
り
、
弱
者
全

体
の
味
方
で
あ
る
。
権
力
者

に
は
性
悪
説
で
対
処
し
て
い

る
。
国
会
に
対
し
て
報
告
責

任
を
持
ち
、
行
政
の
監
視
を

す
る
。

日
本
に
導
入
さ
れ
な
い
理

由
は
、
権
力
者
が
導
入
を
嫌
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
導
入

さ
れ
る
と
、
権
力
者
に
と
っ

て
都
合
が
悪
く
な
る
か
ら
で

あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
王

の
前
で
の
「
匿
名
の
権
利
」

が
あ
り
、
人
民
の
人
権
を
守
っ

て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

現
在
、
同
国
で
は
、
司
法

試
験
合
格
者
が
市
役
所
や
警

察
で
よ
く
働
い
て
お
り
、
法

が
社
会
に
良
く
浸
透
し
て
い

る
。

佐倉市の退職金は
民間より１０００万円高い！

オンブズマンとは何か？

第
3
子
を
妊
娠
し
た
。

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
る

た
め
、
佐
倉
市
・

健
康
増
進
課

に
連
絡
す
る
と
、
「
自
分
が
妊

娠
判
定
薬
で
判
断
し
た
だ
け
で

は
だ
め
で
、
医
療
機
関
に
行
き
、

医
師
ま
た
は
助
産
婦
さ
ん
の
妊

娠
確
定
を
も
ら
っ
て
か
ら
で
な

い
と
渡
せ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
妊
娠
証
明
書

等
不
要
で
、
市
窓
口
で
口
頭
で

良
い
と
い
う
。

私
は
、
第
2
子
を
市
原
市
の

助
産
院
で
出
産
し
、
次
も
同
じ

く
と
思
っ
て
い
た
。
「
助
産
院

が
遠
い
し
、
2
度
手
間
に
な
る

の
で
、
行
く
前
に
交
付
し
て
欲

し
い
」
旨
を
伝
え
た
。
難
色
を

示
さ
れ
た
が
、
特
例
と
し
て
、

自
己
申
告
の
み
で
、
交
付
さ
れ

た
。助

産
院
に
行
き
、
妊
娠
確
認

後
、
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
い
、

提
携
の
病
院
へ
行
き
、
血
液
検

査
等
を
行
っ
た
。
そ
の
日
に
受

診
券
が
使
え
た
の
で
、
有
り
難

か
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
、
他
市
の
市
役

所
に
電
話
で
聞
い
て
み
た
。

浦
安
市
、
成
田
市
、
千
葉
市
も

佐
倉
市
と
同
様
で
あ
っ
た
。

習
志
野
市
は
、
「
で
き
れ
ば
、
」

と
い
う
言
葉
付
き
で
あ
っ
た
。

理
由
を
尋
ね
る
と
、
「
申
請

用
紙
に
、
出
産
予
定
病
院
と

出
産
予
定
日
を
記
入
し
て
も

ら
う
か
ら
」
と
い
う
の
が
、

各
市
の
言
い
分
で
あ
っ
た
。

納
得
で
き
る
理
由
で
は
な
い
。

八
千
代
市
と
市
原
市
は
、

行
け
ば
す
ぐ
に
交
付
さ
れ
る

と
言
う
。
私
が
、
「
病
院
名

や
予
定
日
が
決
ま
っ
て
な
く

て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
質
問
す
る
と
、
「
そ
れ
は

後
日
、
わ
か
っ
た
段
階
で
、

電
話
連
絡
す
れ
ば
よ
い
」
と
言

わ
れ
た
。
市
民
に
は
、
便
利
で

良
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

佐
倉
市
も
医
療
機
関
に
行
く

前
に
、
母
子
手
帳
を
発
行
し
て

欲
し
い
と
思
う
。

母
子
手
帳
一
つ
に
し
て
、
こ

ん
な
に
自
治
体
に
よ
り
差
が
あ

る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

今
、
地
方
分
権
が
声
だ
か
に

叫
ば
れ
て
い
る
が
、
行
政
の
立

場
、
便
宜
上
で
は
な
く
、
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
改
革
を
進
め

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
奈
良
扶
規
子
）

市民の立場に立った改革を

清
掃
工
場
見
学
会

「
環
境
を
考
え
る
佐
倉
の
会
」

で
は
酒
々
井
リ
サ
イ
ク
ル
文

化
セ
ン
タ
ー
（
清
掃
工
場
）

の
見
学
を
6
月
に
行
っ
た
。

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

100
ト
ン
炉
ｘ
２
、
60
ト

ン
炉
ｘ
２
の

4
炉
を
一
体

と
し
て
運
転
し
、
内
一
炉

は
常
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
て

い
る
。
年
間
予
算
は

17
億

円
で
、
人
員
は
総
勢
77
人
。

２
５
０
０
Ｋ
Ｗ
の
自
家

用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
、

ゴ
ミ
焼
却
は
蒸
気
発
生
量

一
定
に
制
御
さ
れ
て
お
り
、

ま
る
で
発
電
所
で
あ
り
、
発

電
量
は
年
間
約
1
億
円
。

ビ
ン
類
に
つ
い
て
は
「
家

庭
内
で
長
い
間
、
指
定
袋
に

溜
め
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
。
そ
れ
が
セ
ン
タ
ー

内
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
る
の
か
を
よ
く
見
た
。

収
集
さ
れ
た
ビ
ン
類
を
再

び
ガ
ラ
ス
瓶
に
再
生
す
る
た

め
に
コ
ン
ベ
ア
上
で
色
別
に

手
選
別
（
無
色
、
茶
色
、
そ

の
他
）
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
取
扱
い
途
上
で
多
く
が

割
れ
て
破
片
と
な
っ
て
お
り

分
別
し
き
れ
ず
、
破
れ
た
指

定
袋
と
共
に
焼
却
炉
に
投
入

さ
れ
て
い
る
。

ビ
ン
類
の
色
別
パ
レ
ッ
ト

（
か
ご
）
回
収
を
佐
倉
市
で

も
行
え
ば
、
家
庭
内
占
拠
も

手
選
別
も
無
く
な
る
。

ま
た
、
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
は

は
が
す
必
要
が
な
い
。
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
は
テ
ー
プ
が
出
な

い
よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
で
と

め
れ
ば
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
に
出

せ
る
。

以
上
。

ゴミの家庭内占拠を考える

若
者
よ
選
挙
に
行
こ
う
！

若
者
も
選
挙
で
意

思
を
示
し
、
税
金
の

使
い
方
な
ど
を
積
極

的
に
発
言
し
て
ゆ
こ

う
。
政
治
家
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は

市
民
の
仕
事
だ
。

若
者
よ
選
挙
に
行
こ
う
！

オンブズマン情報佐倉市民

行政コストを削減し、
福祉自治体 佐倉市が必要だ


